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研究成果の概要（和文）：日本の大学の英語教師を対象に学習者に関するビリーフを調査し、英語第一言語（母語）話
者教師（ETs）と日本語第一言語（母語）話者教師（JTs）の間で比較した。質問紙（予備調査と本調査を含む）とイン
タビューを調査方法として採用した。収集データによると、学生の態度、能力や動機づけなどに関して、ETsとJTsの間
に相違点が見られた。その背景には、授業の目標スキルや内容が異なることやETsとJTsの役割分担が関連している可能
性が示唆される。二項対立的構図での役割分担はステレオタイプを助長する危険性がある。教員個人の特性・能力・経
験を活かした学習プログラムの構築が望まれる。

研究成果の概要（英文）：This research project investigated Japanese university English teachers’ beliefs 
about their students and compared English L1 teachers (ETs) and Japanese L1 teachers (JTs). Questionnaire 
surveys (pilot and final) and interviews were conducted to explore their beliefs. The data indicated that 
there were differences in the perceptions of ETs and JTs about their students’ attitudes, abilities, 
motivations, and other areas. The research suggested that different targeted skills and class contents, 
and different roles that ETs and JTs take in their teaching contexts contributed to such differences. The 
role assignments in the dichotomous framework have a risk of reinforcing stereotypes. It is important to 
utilize individual teachers’ expert knowledge, abilities, and experiences, in order to provide effective 
learning programs.

研究分野：英語教育

キーワード： 教師ビリーフ　ネイティブスピーカー　第一言語話者　母語話者
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１．研究開始当初の背景 
言語教育・言語学習におけるビリーフ研究
は学習者や教師を対象にしたものが 1980 年
以降多数なされているが、異なる教師グルー
プでの比較という観点での研究は非常に少
ない。日本の大学の英語学習プログラムでは、
英語第一言語（母語）話者（ETs）と日本語
第一言語話者（JTs）が役割を分担して共通目
標のもとに一つのカリキュラムを運営して
いる場合が多い。一方、教師のビリーフが教
室運営における行動の決断に対して与える
影響は無視できず、異なるビリーフにより教
室活動の成果が異なってくる可能性が指摘
される。そのために、最終的なカリキュラム
の目標達成度も影響を受けると考えられ、教
師ビリーフの探求は教育分野において非常
に重要な位置を占めるといえる。 
本研究では、日本の大学で英語を教える

ETs と JTs の大学生英語学習者についてのビ
リーフを比較し、相違点を検討することで、
英語プログラム向上に不可欠な両者のスム
ーズな協力体制に役立つ情報を提供するこ
とをその特徴の一つとして掲げてきた。 
 
２．研究の目的 
 日本の大学で英語を教える ETsと JTsの日
本の大学生に関するビリーフを比較し、相違
点が見られるか、見られるならばどのような
相違点でその原因・背景となるものは何かを
探求した。この研究により、(1)大学英語学習
プログラムに係る英語教員同士の理解を深
めることにつながる、(2)教師が日本の英語学
習者について理解を深めるための資料を提
供することができる、(3)大学英語学習プログ
ラム改善に役立つ資料・情報を提供すること
ができる、と考えた。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法として、質問紙調査とインタビ
ュー調査を採用した。質問紙調査に関しては、
2013 年に予備調査（2013 年調査）を実施、
その結果をもとに本調査で使用する質問項
目を吟味・用意し、本調査である質問紙調査
（2014年調査）を 2014年 5月から 8月の間
に実施した。2013年調査はオンライン上で実
施し、対象は大学の一学部に所属する ETs11
名・JTs18 名に協力を依頼し、そのうち 6 名
の ETs、11名の JTsから回答を得た。 
 2014年調査は、より多くの回答を得るため
に紙版とオンライン版を用意し、郵送および
メールやソーシャルネットワークサービス
を通じて日本全国の 1000 名以上の大学英語
教員に協力を依頼した。その結果、合計 374
件の回答が集まった。分析における変数を限
定するために、大学 1年生または 2年生の英
語の授業を回答の時点で担当していること
を条件としていたが、この条件を満たしてい
ることが明らかであった 154 名の ETs、170
名の JTsの回答をデータの分析に用いた。 

2013 年調査および 2014 年調査の数値デー

タは統計分析し、自由回答についてはキーワ
ードによるコード化を用いて分析した。ETs
と JTsの学生に関するビリーフ（見方・認識・
意見・想定・知識を含む）について相違点や
共通点が明らかになり、質問紙データ分析結
果をもとにその背景や原因を検討した。加え
て、その検討した内容を確認し、多角的な視
点から検討をさらに深めるために、インタビ
ュー調査を実施した。 
インタビューは 2016 年の 2 月から 3 月の
間に 2014 年調査に参加した 2 名の ETs およ
び 2名の JTsを対象に行った。 
 
４．研究成果 
(1) 2013年調査の結果 
 2013年調査（6名の ETsと 11名の JTs）で
は、以下の 5 点が明らかになった（Shimo, 
2014a, pp. 39-40より）。 
1) 英語学習に学生が意義を見出しているか
どうかの項目について、ETs のほうがそ
う思わないという傾向が強かった。 
2) 授業で英語を話すことについて学生自身
が恥ずかしいと思っているとの認識が
ETsのほうが強かった。 
3) 学生の発音や文法知識についての評価が

ETsのほうが寛大であった。 
4) JTsの大半が、学生は主体的に学ぶ機会の
ある授業が好きだと判断した。 
5) ETs の大半が、学生は主に教師が説明す
る授業が好きだと判断した。 
英語を学習する理由について、将来役立つ
と思うから学生は英語を学習しているとの
認識を示した教師の割合は JTs のほうが大き
かった。就職に役立つから、あるいは卒業単
位に必要だといった道具的動機づけについ
ては ETsも JTsもある程度の割合が認識して
いるが、将来役立つといった曖昧な思いは JTs
により反映された結果となった。 
 授業形態に関して ETsと JTsで学習者の好
みの判断に違いが出た点（上記の 4）と 5)）
も興味深い。ETs の授業において学習者が比
較的受身的にふるまっている可能性が考え
られる。 
 ただし、2013年調査は非常に限られた教員
集団を対象になされたため、一般化は難しい。
むしろ、2013年調査の意義はアンケート項目
の開発にあった。2013年調査で当初設定して
いた探求すべき 5つのポイント（教師が認識
している①学生の英語能力、②学生の伸ばし
たいと考える英語能力、③学生がしたいと思
っている学習活動、④学生が持っている言語
学習観、⑤学生の実際の英語学習への取り組
み）に加え、2013年調査で見られた ETsと JTs
間の相違点や類似点、そして、回答において
疲労効果の出ない範囲での質問数設定、日本
語と英語の正確な対応性を考慮して、2014年
調査の項目を作成することとした（Shimo, 
2014b, p. 446）。 
 
(2) 2014年調査の結果 



 2014年調査では、教師の学生に関する認識
を問う質問項目として、以下の観点から質問
を整理した。①学生の性格や英語学習に対す
る態度、②学生の英語リスニング・スピーキ
ング・リーディング・ライティング・発音・
文法能力、③教師やクラスメートとの英語使
用についての学生の好み、④教授・学習スタ
イルや方法についての学生の好み、⑤学生が
英語を学習する理由、そして⑥学生がどのよ
うに英語あるいは外国語を学ぶべきだと考
えるか、という点である。 
 調査データの分析（154名の ETsと 170名
の JTs のデータ）によると、まず、①学生の
性格や英語学習に対する態度、③教師やクラ
スメートとの英語学習についての学生の好
み、そして④教授・学習スタイルや方法につ
いての学生の好みについて、以下のことが明
らかになった（Shimo 印刷中より）。 
1) 両グループともに多くの教師（ETs の約

44％、JTs の約半分）が、学生は「素直、
指示や助言をすぐ受け入れる」あるいは
「受身的」だと判断した。 
2) 両グループとも学生が「恥ずかしがりや」
「温厚」であると判断したのはそれぞれ
約 30％であった。 
3) 学生が「明るい」「英語でコミュニケーシ
ョンを取りたがる」「どうしたら英語力が
あがるかに関心がある」と判断した割合
は ETsのほうがはるかに高かった。 
4) 学生が「学習に真面目に取り組む」と判
断した割合は JTs のほうがはるかに高か
った。 
5) 両グループにおいて大多数（ETsの 66.9%
と JTs の 76.5％）が、学生が英語学習に
意義を見出しているかについて、「（やや）
そう思う」と回答した。 
6) 学生がクラスメートや教師と英語で話を
するのが恥ずかしいと思っていると認識
している教師の割合は JTs のほうが高か
った。 
7) 学生が主体的に参加する活動が多い授業
を好んでいるとの認識は JTs のほうが強
かった。 
8) 学生が、教師が主に説明する授業を好ん
でいるとの認識は ETsのほうが強かった。 
 上記の 6)は 2013 年調査の結果と逆である
が、7)と 8)については 2013 年調査の結果と
同様であった。 
グループ間の相違点を生み出した背景要
因としては、授業における目標スキルが異な
っていること、学生の教師に対する期待とそ
の期待への教師の対応の間に存在する相互
関係的状況要因、そして、授業における教師
と学生、あるいは学生と学生同士の実際のや
り取りの内容と量が関係している可能性が
指摘される（Shimo印刷中）。 
 さらに、②学生の英語リスニング・スピー
キング・リーディング・ライティング・発音・
文法能力、⑤学生が英語を学習する理由、そ
して⑥学生がどのように英語あるいは外国

語を学ぶべきだと考えるか、については以下
の点が示された（注：以下は現在学術雑誌投
稿中の論文にまとめている内容である）。 
1) 学生の口頭のコミュニケーション能力に
ついて、ETsのほうが JTsよりもあると判
断した。 
2) スピーキングやライティングといった発
信型のスキルを授業目標としている教師
は、学生のこれらのスキルについて力が
あると判断する傾向が強かった。発音や
文法といった部分的な能力を授業目標と
している教師は、学生の英語力について
低く判断する傾向があった。 
3) ETs のほうが学生が内的に動機づけされ
ていると判断する傾向が強かった。 
4) ETs、JTsともに学生は外的、あるいは道
具的に動機づけされていると考える教師
が一定数いたが、その割合は JTs のほう
が高かった。 
5) ETs、JTsともに学生はスピーキングを伸
ばしたいと考えていると認識している教
師が最も多かった。 
6) 日本語と英語間の訳の使用に関して、そ
の価値を認める割合は ETs と比べると
JTsのほうが高かった。 
7) ETs のほうが教えるという点では JTs よ
りも満足しているのではないかと推測さ
れる。学生が学びたいと思っているであ
ろうスキル（スピーキング）を教える機
会が ETsのほうが割合として多いようで
ある（調査対象では ETsの約 8割がスピ
ーキングを教える授業を典型的な授業と
して選んでいる。JTsでスピーキングを選
んだのは 31.8％のみ）。学生が学びたいス
キルと授業目標が一致している点、そし
て内的動機づけをより感じているという
傾向からの推察である。 
8) 両グループともに、独立したスキルでは
なく統合されたスキルとして英語を教え
るべきだという点を強調する教師が多か
った。リーディングが学びの基礎となる
と述べた教師は両グループとも多かった
が、その割合は JTsのほうが高かった。 
 授業において目標としているスキルの違
いなど、役割の違いから認識の違いに至って
いる可能性があり、必ずしも第一言語が異な
るために以上のような認識の違いが出てい
るわけではないことが示唆される（Shimo 投
稿中論文より）。Derivry-Plard (2013)は、母語
話者と非母語話者の比較研究が、母語の違い
以外の違いを考慮していないことが多いと
批判しているが、2014 年調査の結果からも、
第一言語の違い以外の背景の違いを考慮す
べきであることが指摘される。 
 
 (3) インタビュー調査の結果 
 インタビューでは、2013年調査および 2014
年調査の結果を研究代表者が説明し、そのう
えで、ETs と JTs の認識の違いなどに関する
背景・原因について質問した。例えば、ETs



が学生を「明るい」「英語でコミュニケーシ
ョンを取ろうとする」と判断する傾向は強く、
JTs はむしろ学生は真面目だと捉えていると
いう点について、なぜそのような違いが出て
きたと思われるか、そして、学生は英語が好
きだから、あるいは、英語圏の文化に関心が
あるから英語を学習している、と捉える ETs
が割合として JTs より多かったがそれはなぜ
だと思われるか、といった質問である。さら
には、教えるうえでの役割の違いが重要な鍵
を担っていると考えられるため、自分の教え
ているプログラムでは、JTs と ETs が異なる
教育的役割を担っているか、そうであればど
のような違いか、そしてそこに利点が見られ
るのか、あるいは問題点があるのか、といっ
た質問も含めた。2名の ETs（ET1、ET2）、2
名の JTs（JT1、JT2）に対し、それぞれ 2～3
時間にわたりインタビューを実施したが、こ
こでは 1)授業内容と学生の教師に対する期
待、2)授業形態についての学生の好み、そし
て 3)ETsと JTsの役割分担という 3つの観点
から報告する。なおインタビューは ETsには
英語で、JTs には日本語で実施したが、ET1、
ET2の英語の発言は研究実施者が日本語に訳
したものをここでは使用する。 
 
1) 授業内容と学生の教師に対する期待 
 まず、学生の性格に関して、授業の内容や
学生がもつ教師のイメージが関係している
点が指摘される。ETs が学生は明るい、JTs
は学生は真面目だという印象が多かったこ
とについて次のようなコメントがあった。 
 
ET1: 教える授業によるかもしれません。自
分の経験では、大学では、日本人教師はコ
ミュニケーションの授業を担当しないん
ですよ。これまでの経験では、たいてい英
語の母語話者が担当しています。この大学
が日本人は教えられないと決めているこ
とは非常に残念なのですが。私は青い目を
した白人だから教えられる。コミュニケー
ションは楽しくわくわくするもの、話をす
るわけですから。学生は冗談も言いますし
…。 

 
JT2: ETの先生と JTの先生と学生さんメンタ
リティーをスイッチしていると思います
ね…彼らはアメリカの文化にさらされて
いるので、この先生にはうちとけてじゃれ
ついていいんだという考えがあって… 

 
ET1は ETsが学生に姓ではなくしたの名前
で自分のことを呼ばせることが一般的であ
る点も、教師と学生間の親密さを深め、その
ために、授業での学生の反応が明るくなって
いる可能性も指摘した。「日本人」がコミュ
ニケーションの授業を担当できず、そこに人
種差別的な要素がある点は ET1 や JT1、JT2
とのインタビューにおいても言及されたこ
とである。 

 なお、JT1 が教える英語プログラムでは、
「ネイティブ」という言葉を排除し、教員の
採用においても英語母語・日本語母語を採用
の基準としていない。実際、このプログラム
では ETsでも JTsでもない英語教師が大多数
を占めており、トルコやフィリピン出身で英
語も日本語も母語ではない英語教師の授業
に対する評価が非常に高いという。そのプロ
グラムにおいても、10年以上前に「金髪のネ
イティブの先生」ということで履修希望者が
アジア系の韓国人英語教師よりもずっと多
かったことがあったという。 
 JT2 は、ETs が英語圏の文化や歴史の話を
した場合と、JTs が同様の話をした場合で、
日本人学生は全く異なる反応を示す可能性
を指摘した。JT2 は学生の自学自習オンライ
ンツールの開発に携わり、現在 JT2の英語プ
ログラムの学生はそのツールを授業単位履
修につながる形で利用しているという。その
学習ツールに、英語のリスニングやリーディ
ングといった技能だけではなく、文化や歴史
に関する項目を設けているという。それに対
して学生が、英語の学習とは関係ないからそ
の部分の取り組みを成績に反映させるのは
おかしいと不満を述べるという。ところが、
ETsがそのような話を授業ですれば、「同じ話
をしても学生は食いつきが違う」という。 
 
JT2: 日本人学生さんは僕らと感覚を共有し
ているから、どうせ海外旅行行って見てき
たのを喋ってるんだっていう話しにどう
してもなってしまうんですよね。生まれて
この方英語圏で生まれて育った人の話を
というのは興味の持ち方の度合いが全然
違うと思いますよね。 

 
 JT2 は、上記のような学生の反応に関して
「残念なのは日本人より白人がかっこいい
んだというのが少し作用している」と考える
と言い、「英会話への憧れから白人への憧れ
につながっている」という点を挙げた。 
 動機づけについては ET2も、ETsはその出
身背景を考えると、クラスでは自分の文化に
関することを扱うことが必然的に多くなる
であろうから、そこで学生が文化に興味を示
していると判断する機会が増えるのではな
いかと指摘した。 
 
ET2: ETsはそういったもの…たぶん学生の文
化的生活において新鮮で面白いことを教
えているかもしれないですね。学生に話し
て聞かすことができるそんな文化知識を
持っているわけですから、そしてそれを提
供することによって学生が自分の文化へ
の興味を高めているなということを実感
することができると。でも…日本人の先生
はたぶんもっと純粋に…文化的なトピッ
クには焦点を当てないでもっと語学教育
そのものを（しているのではないか）。 

 



なお、ET1は、学生が内的動機づけされて
いると判断した割合が ETsのほうが高かった
ことについて、実際には表面的なところに過
ぎないのではないかと意見している。つまり、
英語が好きといっても「チョコレートが好き
という感覚と同じようなもの」で、授業のな
かでは学生は明るく元気に反応するが、授業
外では英語の力を付けようとしっかり努力
する学生は多くはないという印象を持って
いるという。 
 
2) 授業形態についての学生の好み 
 英語を専攻している学生を教えている ET2
は、自分の学生は一般的に主体的に学習して
おり、キャリアのなかで英語を活用していき
たい、そのために高度なレベルの英語力を身
につけようとしていると評価した。 
一方、英語関係の専攻ではない学生を対象
に教えている ET1は、学生は必ずしも主体的
に活動をすることに慣れていないというこ
とを指摘する。枠組みはあくまで教師が決め
て、そこで学生が活動する、という教え方を
取っており、学生自身が活動するという形で
はあるが、それを学生が主体的にしていると
はいえないと説明した。 
 JT2は、JTsのほうが学生は主体的な活動が
多い授業形態を好んでいると判断した統計
結果について、「自分の劣等感の表れなんじ
ゃないかと思う」と話した。学生主体の授業
をしないといけないと頭では分かっている
が、実際には学生の力を活かしきれていない、
ということだ。「周りで応用言語学畑の研究
者もどんどん増えていますし、いわゆる授業
を行う訓練というのを専門的に積んでいる
ような先生も非常に増えていますし、大学英
語も実用的な英語をと言っていますので、い
わゆる旧来型の授業をしている人はほとん
どいないと思います。思いますが、実際に授
業を見てみたら、あぁこんなものか、という
授業ではあるかと…」という説明が続いた。 
 授業形態については、教師の試行錯誤は続
くものであろう。ETs、JTsともに、授業への
取り組みの姿勢を複雑に反映した結果が統
計データに表れていると考えられる。実際の
授業がどのようになされているのかについ
てはさらなる研究が必要である。 
 
3) ETsと JTsの役割分担 
 前述のとおり、JT1 の所属するプログラム
はすでに ETs、JTsという枠組みを取り払って
いる。ただし、過去にはその枠組みがあり、
ETsがスピーキング、JTsはリーディングなど
スキルによる授業分担が決まっていた。しか
し、教師が個別に持つ特性が活かされないと
いうこと、そして差別的なネイティブ至上主
義からの脱却を目指して現在の形になって
いる。 

ET2 は英語専門の学部に所属しているが、
そこにおける JTsと ETsは雇用体系から異な
っており、それが国籍によるものなのか、あ

るいは資格によるものなのかは今回の調査
では不明である。 

JT2 のプログラムでは、高度なレベルやラ
イティングの授業を ETsが担当することが多
いが、それ以外には特別に ETsと JTsで区別
はしていないという。文化的な背景知識提供
という点で ETsが、文法面などの説明におい
て JTs が担当するなどの役割分担を明確にし
ていくことも重要ではないかと指摘する一
方で、「自分のポジションをこなしていれば
十分ということで協力関係が薄くなる。全体
を見渡せる人が少なくなるというデメリッ
トはあると思う」という。 

ET1 は ETs はコミュニケーションの授業、
JTs はリーディングの授業といった役割分担
が強いられるプログラムにおり、そのような
役割分担は欠点しかない、という。「しっか
りと資格があるのにコミュニケーションス
キルを教えることができない JTs。ETsについ
てはきちんと資格がないのに大学で教えて
いる。この大学ではないけれど、そんなこと
が実際ありますよ。」役割分担に何か利点が
あるかとの問いには、「（大きなため息）ステ
レオタイプを助長したいなら…でもそれは
欠点でしょう。…外国人のほうが Xができる。
外国人は日本社会では偏見の目で見られる。
この英会話文化…）。」と話した。 
 ETs と JTs という基準で役割分担をする大
学英語プログラムでは、ネイティブ至上主義
を助長してしまう可能性は否定できない。
ET1が指摘した「英会話文化」とは、白人性
やネイティブスピーカーを商品化する日本
の英会話産業（久保田 2015）を指していると
考えられる。JT2 が説明する英会話への憧れ
と白人への憧れの相互作用とも重なり、外国
語＝英語＝白人の言語という誤った意識づ
けの一端を担っていると批判もされよう。 
 
(4) まとめ 
本研究を通して ETsと JTsの学生について
の認識に相違点や類似点が明らかになった。
教室の前で目の前にしている英語学習者に
関する認識をより深め、多角的な視点から理
解を深めることは、より効果的な学習環境の
提供に必要である。固定化された概念で学習
者について判断をくだしてしまうことで、学
習者の学習達成度を左右してしまう可能性
（ピグマリオン効果・ゴーレム効果）がある
からだ。また、ステレオタイプや、しいては
人種差別的なイメージを助長して、教員各個
人の特性を生かしきれない言語学習プログ
ラムは効果的であるとはいえない。教員の役
割分担や授業内容をステレオタイプから脱
却し、教員個々人の特性・能力・経験を重視
して役割や授業内容を決定していくことが
学習プログラム改善に必要であろう。 
インタビューでも指摘されたように、母語
話者が生まれ育った文化的背景の文化知識
の提供者として歓迎される側面はあろう。し
かし同時に、現在の世界での英語の使用状況



を考えると、非母語話者の英語使用率は高ま
り、英語使用者の文化は英語母語話者の文化
圏と一致する状況ではない (Honna & 
Takeshita, 2013)ことも考慮すべきである。 

Derivry-Plard (2013)は日本の英語教育では、
ETsはネイティブだが教師ではない、JTsは教
師だがネイティブではない、という批判を受
け、二項対立的構図の中でどちらのグループ
も不利益を被っていると指摘し、また、教
師・学習者が個別に持つ能力や経験を十分に
活かすべき多言語的な要素を含む言語教
授・学習環境を構築することの重要性を唱え
ている。英語学習プログラムというと、目標
言語が英語という一つの言語だけであり、そ
こに言語的多様性は見られないとの批判も
あろう。しかし、「世界の英語」や「国際共
通語としての英語」という概念がそのような
状況の打開に役立つと考えられる。 

ET1の英語学習プログラムのように多様性
を重視し「ネイティブ」という観点を排除し
たプログラムの効果も今後注視したいとこ
ろだ。様々な英語の変種に接する機会を提供
することで言語的多様性を促進することが
でき、また教師の母語に係らず、二言語以上
を身に付けた英語教師を採用することで、多
様な言語・文化環境づくりを支援することも
できる。「世界の英語」「国際共通語としての
英語」という概念とこれらを基軸とした英語
学習プログラムの効果についてさらなる研
究を進めたい。 
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